
京都狸谷山ともしのもり

灯しの森

自動車祈祷殿 寺標 白竜弁財天 御神木 迎え大師 光明殿 大階段 道場 本堂

灯しの森プロジェクト
修験道の寺院の空間を生かした回遊式のライトアップデザイン
 京都大学・同志社大学・立命館大学の学生による運営

お寺
➡コロナ渦で観光客減

学生観光団体
➡コロナ渦で活動減

➡

【目標】
寺院空間の活用
日本文化の発信

【手法】
光という道具だけで
空間を表現

寺院の敷地調査・ワークショップ
俗世を離れる

【受付】
森の入口

【点在するライトで表現】
石が導く

【並ぶ石灯篭】
木の出迎え

【御神木の垂直照射】
人間の無力さ
【素朴な照明】

水と竹林の遊び場
【水に浮かぶ竹灯籠】

風の通り道
【風で揺れる火】

精霊の広場 ・ 昇る場
【空に浮かび揺れる風船】

崖と洞窟
【建築の除去】

「森のみなさま おじゃまします」

( キャッチコピーと趣旨文 )

古代日本語 - やまとことば - には 「自然」 を表す語がありません。

遥かむかし、 自然はカミと一体であり、 その関係は曖昧過ぎて、 「自然」 を区別する語は生まれませんでした…

おなじように、 現代を生きるわたしたちが日常生活の中で、 「自然信仰」 を自覚することは多くありません。 しかし、 大きな木を見

て何かの力を感じたり、 山の間からのぼる太陽をみて大いなるものの存在を感じたりしたことはありませんか。 こうした場面は日常の

１ページに埋もれて在るのが 「自然信仰」 なのです。

舞台となる狸谷山不動院は、 森林伽藍と呼ばれる伽藍配置を持ち、 洞窟と一体化した不動明王を本

尊とする自然豊かなお寺です。 そんな森のなかには何かが住んでいそうな場所がたくさんあります。

今夜、 身近すぎる自然信仰に灯りを…

森のみなさま、 おじゃまします！

森の中に 「すんでいる」 ものを捉えてきた自然信仰という日本の文化を背景に、 その場とし
て存在した狸谷山不動院の空間性を強調することで、 現代を生きる私たちのこころのなかに
自然信仰の感覚を実感することがコンセプトです。

夜には森に 「すむ」 ものたちの世界になる山中というアイデアの下、 私たちはその世界を垣
間見るというイメージを持ってデザインした。

Place

Image

Design

【全体構成】
森の中を通り抜ける一本道と、奥にある開けた道場
➡人が自然の世界を訪れ、森の精の集う場を目指す体験

敷地調査➡

例：【道場】

＋

第一回 ： 2022 年 3 月 16 ～ 20 日
第二回 ： 2022 年 11 月 21 ～ 27 日

➡ ➡ ➡➡

敷地で感じたこと書き出し 案を考える 大学近くで実験し案を絞る

ライトを宙に
浮かす？

実地で実験し案を改善 当日ライトアップの完成

基本的にデザインで使ったライトや演出は全て手作業で作りたいものを作っています。
地域の方に協力いただき、 材の入手や加工を行いました。
日中の拝観に配慮し、 毎日ライトは置きなおしました。

例 ：
竹灯籠 ： 竹の伐採→竹の油抜き→竹の加工 (20 個 )
石灯篭 ： 川で石の採集→石の加工→設置 (10 個 )
紙の灯篭 ： 葉っぱを採集→和紙を裁断→和紙に葉っぱを固定 (200 個 )
水の遊び場 ： 水を川で採集し、 100 段ほどの階段を手にもって運搬

【ご協力頂いた方々の一部】
会場 ： 狸谷山不動院
協賛 ： 一乗寺中谷、 一乗寺とうふ、 こさぶろや、 青山病院
後援 ： 京都市、 ( 公社 ) 京都市観光協会、 ( 公社 ) 京都府観光連盟

広報 ： 大阪朝日放送 (NEWS おかえりで中継 )、 京都大学新聞、
　　　　 神社部閣オンライン、 Kyototopi、 京 Navi
配架 ： 一乗寺各店舗、 出町桝形商店街、 清水坂各店舗、 寺町商店街
　　　　吉田各店舗、 条名店街、 京都市内公立小中校、 市立各図書館、
　　　　洛北森と水の会、 叡山電車、 MK 交通　　　　　　　　　　　ect....

クラウドファンディングでの
ご支援

関西のテレビ局による中継
(大阪朝日放送 )

最寄駅から
シャトルバス

京都や関西地区の皆さまから多くのご支援を頂きました。 その一部を紹介させていただきます。
【統計資料】

計 600名以上の来場者
2万枚以上のチラシ配布

約 50万円のクラウドファンディングでのご支援
90％を超える高い満足度 (アンケート結果 )

灯しの森開催後、京都北部の社寺で構成する
地域・環境づくりの「洛北森と水の会」に参加！

代表者：宮田大樹
miyata.joshin1221@gmail.com

背景 敷地・提案

コンセプト

手作業での制作 多くの方の応援と新たなつながり

狸谷山不動院の伽藍は 「森林伽藍」 と呼ばれ、 境内に木、 岩、 水など全てが寺院を構成する要素と考えられています。 本尊の不動明王は
寺院最奥部の狸谷の崖にある洞窟の中に安置されていて、 洞窟に彫られた炎は像の一部を構成しています。 深い谷に位置するお寺は、 夏に
は崖崩れが起き、 冬には境内全体が雪で埋もれるなど、 自然の厳しさとも向き合いながら信仰の場となってきました。
なにより 1945 年に整備されるまで、 自然環境の中に祠や仏像が置かれるだけのまさに自然そのものが信仰された場所でした。

この企画は京都の学生観光通訳ガイド団体 Good Samaritan Club 主催の企画として、 イ
ベント運営メンバーの企画で行われた。 コロナ渦で活動の機会が失われた学生団体が 「日本
文化の発信」 へ立ち返り、 同じくコロナ渦で観光客が減った寺院空間の活用を考えた。
日本人を対象として日本文化や寺院空間を捉えなおす機会として、 寺院空間のもつ神秘性を
強調する回遊式のライトアップを行うことを考えた。 広大な会場におけるライトアップを夜間だ
からこそ可能な空間のデザインとして捉え、 寺院空間の良さ ・ 日本文化を光という道具だけを
用いて表現した。

大階段 ： 風の通り道光明殿 ： 水と竹林の遊び場

弁財天 ： 石の足跡 御神木 ： 木の出迎え

手水 ： 意思を持った水

道場 ： 森の精の集う場

寺標 ： 森の入口

狸不動明王の安置される本堂は、 崖の洞に合わせて
建築をつくったもので、 自然本位のものです。

23,000 ㎡もの鬱蒼とした森の敷地内に一本の道がある。 信仰の
場はその道に沿ってならび、 最奥で空に開けた道場と本堂がある。

全体ではコンセプトに基づき、 人が自然の世界を訪れ、 精霊たちの集う場である道場を目指すという構成を取った。
各エリアで自然が人を出迎えるとしたらどんな場であるか、 どのような自然の力を強く感じるかを調査から導き、 全体の構成も踏まえ自然素材を用いて強調するデザインを行った。

【各エリア】
自然の恵みや厳しさとの関りで信仰の場となってきた
➡強い自然の力、自然による人の出迎えを強調する

地域の方に協力いただき

放置竹林で竹の伐採

協力いただける方のお宅で

竹の油抜き加工

のこぎりと電動ドリルで

竹の加工

完成！

Twitter: @Tanuki_GSC     Instagram: @tanukidanisan_gsc
https://camp-fire.jp/projects/541295/activities/358409 

自然信仰が根付く


